
 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 水稲中心農家 園芸複合農家 生産組織・法人 女性・高齢者 定年退職者

導入
適性

◎ ○ ◎ ○ ○

作付け
の目安

2～3人で25
～50 ａ

他品目との競
合程度による

4～6人で50
～100ａ

１人で10ａ １人で10ａ

その
他

　　　◎：特におすすめ、○：おすすめ

・大面積で作付けするには品種・は種期の組み合わせが欠かせません。収
穫時期をずらし労力を分散させましょう。
・重量野菜のため収穫作業に運搬車等を使用して労力軽減を図りましょう。

 

 

 

                 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

おきな

新藍

月

品種　　　　　　　　旬

主
な
作
業

１１月７月 ８月 ９月 １０月

は種 定植 追肥、防除

収 穫

収 穫

 

 

 

●契約栽培のため価格は市場相場の影響受けず、経営の安定化につながります。 

●水稲との作業競合が少なく、栽培技術が比較的容易で新規に導入しやすい品目です。 

●加工・業務用では、規格簡素化や流通資材の削減などのメリットがあります。 

●えだまめやＷＣＳ用稲の後作として作付けすることができます。 

推進理由 

栽培適地はどんなところ？ 

こんな農家におすすめです！ 

作 型 

● 特に土質は選ばないが、排水性が良くて

有機質に富む土壌を好みます。 

● 水田転換畑では、特に排水対策が重要で

す。必要により高畦栽培してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上手に栽培するポイント 

●育苗は雨よけハウスまたはトンネル内で行います。パイプや材木などを利用してセ

ルトレイと地面との間に空間をつくり育苗します。 

●育苗時のかん水は早朝１回を基本とし、ガッチリとした苗に仕上げます。 

●定植時にほ場が乾燥している場合は、植え穴にたっぷりかん水してから定植し、活

着を促します。その後降雨がない場合、かん水が必要になることがあります。 

●定植から約２週間後に追肥します。同時に中耕・土寄せを行うと雑草の発生が  

抑えられます。 

●結球内部にアオムシ、ヨトウムシなど害虫が入り込むと防除が難しいので、結球開

始期からの重点防除が必要です。 

 

導入上の留意点 

 

●水田転換畑では、周囲に明きょを設置し排水対策を行います。 

●出荷量を増やし所得確保するため、10a 以上の面積を栽培する必要があります。 

●出荷規格が簡素化しているため、調整作業の軽減による規模拡大ができます。 

 

どのくらい儲かるの？（10a 当たりの試算） 

●目標収量 ４０００ｋｇ (10a) 

 

●単価     ６３円／ｋｇ 

 

●目標売上額 

 ２５２,０００ 円 

●所得（労賃,償却費含まず） 

   ８６,８００ 円  

 

●１時間当たり所得   

   ９２３ 円  

●経費 

 １６５,２００ 円 

【主な経費】 

種苗費    12,500円 

肥料･農薬費 54,700円 

諸材料費    7,300円 

流通経費   73,200円 

光熱動力費  10,000円 

機械使用料    7,500円 

●労働時間 

    ９４ 時間  

 

 


